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Abstract: Spinel oxide AB2O4 with magnetic B sites is a typical geometrically-frustrated magnet, where the B sites form a lattice 

of corner-sharing tetrahedra (pyrochlore lattice). To explore novel frustrated magnets, we synthesize polycrystals of 

high-entropy-type spinel Zn(Al1/5Mn1/5Fe1/5Co1/5Ga1/5)2O4 and evaluate its structural and magnetic properties. 

 

 

1. はじめに 

近年, 磁性物理学の分野では, 幾何学的フラストレー

ト磁性体の研究が盛んに行われている. 幾何学的フラス

トレート磁性体とは, 磁性原子のスピン間に強い反強磁

性相互作用が働くにも関わらず, 結晶格子による幾何学

的な影響を受けるため, 低温でも磁気秩序が形成されな

い磁性体であり, その不安定性から新奇かつ多彩な振る

舞いを示すことが知られている.  

スピネル酸化物 AB2O4は, 立方晶の結晶構造（空間群

Fd-3m）を有し, Bサイトが頂点共有の正四面体から構成

されるパイロクロア構造を形成していることにより, 強

い幾何学的フラストレーションを生じる構造となってい

る (Figure 1). 例えば，Aサイトが非磁性 Zn，Bサイトが

磁性Crの ZnCr2O4は，ワイス温度W ~ -390 Kよりもはる

かに低温のTN ~ 12 Kで反強磁性転移を示す典型的な幾何

学的フラストレート磁性体である[1]． 

スピネル酸化物 AB2O4については，Aサイト，Bサイ

トがそれぞれ 5種以上の等比組成の元素からなるハイエ

ントロピー型磁性体(n -A)B2O4とA(n -B)2O4 (n = 4, 5, 6 ) 

の合成が可能であることが最近の研究で見出されている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[2,3,4]．本研究では, ハイエントロピーBサイトスピネル

A(n -B)2O4の一種である Zn(Al1/5Mn1/5Fe1/5Co1/5Ga1/5)2O4

の多結晶作製を行い，結晶構造と磁気特性の評価を行っ

たのでその結果を報告する. 

 

 

2. 実験方法 

Zn(Al1/5Mn1/5Fe1/5Co1/5Ga1/5)2O4多結晶は固相反応法によ

り作製した. 原料には, ZnO粉末(99.9%), Al2O3粉末

(99.9％), Ga2O3粉末(99.99%), Mn2O3粉末(99.99％), 

CoO粉末(99.99％), Fe2O3粉末(99.99％)を使用した. 原

料を化学量論比に従い秤量し, メノウ乳鉢を用いて混合, 

その後 4 tで 20分間圧粉してペレット状に固め, 大気開

放, 大気封管により焼成を行った. 作製した試料は砕い

て粉末状にした後, 粉末X線回折( XRD )測定により結晶

構造の評価を行った. また，試料の磁気特性を評価するた

めに磁化の温度依存性を測定した． 

 

 

3. 実験結果 

3-1.粉末XRD測定 

Figure 2に Zn(Al1/5Mn1/5Fe1/5Co1/5Ga1/5)2O4多結晶試

料における粉末XRD測定の結果を示す. 大気開放焼成，

大気封管焼成のいずれの試料とも，不純物ピークはみら

れるものの主相としてスピネル結晶構造を得られている

ことがわかった. 

 当日の発表では, Zn(Al1/5Mn1/5Fe1/5Co1/5Ga1/5)2O4の多

結晶作製と物性評価についてより詳細に報告する予定で

ある. 
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Figure 1. Crystal structure of cubic spinel AB 2O4. 
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Figure 2. Powder XRD patterns of polycrystalline  

Zn(Al1/5Ga1/5Mn1/5Co1/5Fe1/5)2O4.. 
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